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約2稚く｡に於て細 お一人はエゴ油がビレト1)ソに

対し優秀な共･JJ効果を有する串を報告したが,米国で

は胡柿的巾の Sesamineを波節した所謂 Sesame

.oilcohcentrateがt:'レトt)ンの共力由として用ひら

れてゐる姉が報即されてゐるので,これに代るべき千

''′-ルを泣節した Eg?､seed oiト concentrate

を相もh的 ご粥の分子罪刑を試みた賂 qT(卿7)口的な

超し村たので此他に和むする｡分子蒸洞だよるビタミ

ン郡の盟鰍 適 して我が国に於ては新着 離 ,の研究が

あるが,エゴ′-ルの如き特殊成分に就ての研究は未

だ見ない ｡

華 ′験 ･､

宍痕に似目した袈矧 と抑手製の流下式分=T･蒸河裾

で,共の窄.Iiiは約 300ccである｡

17g下 600で 3時湖Wi萌させて耽ガスな行ひ.一夜放

任後累壁旺 10~3-10~1mm )lg で'3':刑を実施し.210

-2450に亘る各潤分を12に分割した｡誤称土41m舵
I

で-JOEi現させて田舟を切 り､全課河に約7時間を必嬰

とした｡i.J.7顎間温度は流下液のiE皮を炎示したもので

ある｡'･

布田分の性状池に細成は節1韻の如くである此の場

合エコ●ノ丁ルは各部分を桝■抑 P･で樹 ヒし･~これを液
体抽山裾でエーテルを川ひ3仇特訓出切し不脆化物を抽

LlfL,これを酷熱 こ新附し.聯溝(3)の考'Bした比色r'ji!

放血 こよって測定した｡

即ちェコ'/-ルは2100迄の初m.･TJ分にFi77;の況姥を

戻 し,肘nの9倍に況附され.･]∈の阿牧･JTtもFt･肝 ごあ

り.叉持場喋の部分にさも60,%が剛 史し1F.Eられる｡

エゴ′-ルの全回枚方的ま的SO,otで四る20,0.'の行方が
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E･榊 のエゴYIT日加仰123年岐小暇,Rl那郡長砧町正の椛

･T･からエキスべラー式搾油機で採油したもので邦の一

眼牲状は次の通 E)である｡. I

比 m 捕折牢 酸価 ･鹸化価 ,I(蒜.,I)-
d1㌧ 0.93Q-6 .n::-1･4804 1･3 189 3･16
1

牝のエコ湖 200gを粥選に仕込み,只蛋蛇 10-lmm

不明であるが,これは定量誤差か或は蒸渦中の扱蟹に＼

よるものと凪 まれる又エゴ泊中のil占p:ノールは兵の潤

一 Ell温姥から見て析んど遊離型の様に思はれるが,低級

llR防慨のエステ)しの形矧 こても布在朝 巨であやので,

此の.rilはAtに別の機会に泊求したいと考ぺてゐal｡

謀滞況既故に鹸化価からェゴ油の尭成分は トリオレ

符.'tI.
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イソである串が示されてゐるO.:

(.'･J酸価から遊艶脂肪酸の回収率を訂井すると約70%/

であるが/とれは酸価の少いため共の測EJtjf!訳述による

ものと思はれる.

r∴庵 括 ､

･､1･ 流下式分子蒸溜装窪でエゴ油を 10-3-1014mTh

､ ･Hg下で講溜する時は,2100ゐ初溜部分.のエゴノ-'.

･'ルは拓馬汲姥を示し,掛 軸 9fBr,達し,.t嘩 耶 ;

き部分に全エゴノールゐ60%を図枚する都が印来

た｡

2. ェざ油の∃成 分は卜.)*'レイ./であると毒入ら

れる｡

淋Wr･死に当り御指呼を蹴った石川清一教挽 御順

総を蹴り文句:ll々 御位甘を与へられた荷敵陣放教授及

㌧ び川合只｣教授に夫 厚々く感謝する｡
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I._,Whenego.seedoilisdistilledbyf･TllingT

fi】mmolecularstillunderlO~3-10~4mmlJg

pressure,themaximllm COnCentration.of

egonolofthefirstfraction～at2100isfJ

timesasmuchastheoriginaloil,andmo-

reoヽ℃r,60% oF.totalegonolis rccoI'crcd

lrom the･partsof●higl一･conccntration･

2･Theprln-elPal constituentofegosccd oil

isdiscernedtobetriolein.
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ⅡollSefly(MzLSCado"wsticai),wi thspecialRe_ferenceto､ItheA(ixing.ofCarrier･

Studl'esontheBlologicalーAssayqflnsecticides･ⅩlV･_Sumio N ĜナSナTv̂ ･(Takci
LaliDmtOry,InstituteforChemical,Research,一Kyoto Univcrsity･_Takatsuki,Ohsa-
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17･DDT､祝融 のイェバエ成虫を落下仰転せ しめる効力･ とくに捜体混用の問題につ

研究室)｡26.5,29受ヨ盟

･･Ⅰ. 拷 . _音

韻由殺虫剤粉体の有効度は,そこに~もちいた担体の

畦氾てこよりかなり広描団に相違することは;すで柱は

やくか■らしられているところである｡DDT粉剤の切

さきに稚'b･-したが.二5,6,7,6'今回ここにの亘ようとす

るところは,2校の担体をW:々の割合で況mした場合,

有数度がどtQ)ように割 け るかをしろうとし耳おこな
つキ宍吸の結光である｡そもそも担体?瞳痴 よぎわめ

ておしく.みなそれぞれに一長一短を有していて,.粒

皮.仮比露 /分散性,流動性,附着性なt.担体の梼徴を/

し桝 -これら請性質0.㌧､ずれiこ,よL)おしく.n罪みな

かけてそ_の有効価位をきめ考べきかが間抱であるo難

剤の位m対象となる昆虫のW .･保護の対象となる動

枝物の桂W,位月け る撒粉機の柾研.､またはその-とき

の気負姦癖 字に生来する諸要因が雛 に関与す.Bか

ら,.これを-掛 こきめを与とは困雄である-｡ある咽
の担体をも.vD七軽々の率安条件を満足せしめるtとは
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むづかしく,-ためにいくつかの拘体を況坪け ることに

ノよって,これをおぎなおうとするこころみがなされて

いるか,ときに反対の結果を招来する場合もないでは

ないo雑草がこq)小実故を意図した理由Eも こうした

問返を生物試放論の見地から実随考察して.それより

担体を混用することの可否をきめようとしたちころに

ある｡

本文にはいるにさきだち.終始御懇揺なるi抑旨唱と

御援助をたまわった大野稔博士はじゃ,武田研究虫の

各位に況基の謝意を衣する次第であるが,とくに眺粥

昆虫の飼育は寺島郁雄君の努力にJより,突放の遊行と

工数班の計訊 土柴田砂田子蟻の由カに負っている｡銘記

して感謝の志を表したい｡なおまた試料を提供せられ

た AmericpnColloidCotnpanyならびに,■出明細

都株式会社にあつく鴫謝する次餌である｡~

ⅠⅠ.~実 験材 料 -

(I)供就中剤｡本実吸に使川した担体は,林田 Mi-

S'issippi地方に琵す畠･p.lntherC;cellBcntonitc


